
▲�２月７日、就任記者会見で報道機関
のインタビューに答える中西茂市長

○
さ
ら
に
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
健
康
で
明
る
い
社

会
を
目
指
す
「（
仮
称
）
市
民

健
康
づ
く
り
条
例
」
の
制
定

な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

４
つ
目
に
、「
心
豊
か
に
学
び
、

地
域
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
未
来
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

市
民
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

図
る
た
め
、

○
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

○
地
域
の
誇
り
と
力
を
高
め
る
市

民
文
化
の
振
興

○
鹿
屋
体
育
大
学
と
市
民
と
の
ス

ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
を
通
じ

た
交
流
の
促
進

な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

５
つ
目
に
「
安
全
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

は
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様

が
地
域
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
、
一
人
ひ
と
り
の
活
動
の
輪

が
地
域
全
体
に
広
が
り
、「
市
民

が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
、

○
防
災
施
設
や
避
難
体
制
の
整

備
・
充
実
な
ど
防
災
・
減
災
対

策
の
推
進

○
高
齢
化
や
過
疎
化
に
対
応
し
た

持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
の
促
進

○
地
域
住
民
や
町
内
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
環
境
づ
く
り
の
推
進

○
雨
水
排
水
対
策
や
交
通
安
全
対

策
、
国
道
・
幹
線
道
路
の
整
備

促
進
な
ど
市
民
生
活
や
企
業
活

動
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の
実
現
に

向
け
、
行
政
の
縦
割
り
を
払
拭
し

な
が
ら
、
政
策
を
的
確
か
つ
迅
速

に
推
進
す
る
た
め
、

○
私
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
公
約
を
実

行
す
る
た
め
の
「（
仮
称
）
政

策
推
進
室
」
の
設
置

○
市
民
と
市
政
に
つ
い
て
積
極
的

に
意
見
交
換
を
行
う
「
本
気
で

語
ろ
う
会
」
の
開
催

○
民
間
企
業
経
験
者
の
職
員
採
用

を
は
じ
め
、
民
間
の
視
点
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
活
用

○
旧
３
町
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
生
か
し
た
主
体
的
な
取
組

に
対
す
る
支
援

○
市
民
の
皆
様
の
市
政
へ
の
関
心

を
高
め
る
と
と
も
に
、
市
政
へ

の
参
画
を
促
す
た
め
、
公
約
の

達
成
度
を
評
価
・
公
表
す
る
制

度
の
導
入

な
ど
、「
も
っ
と
身
近
な
、
も
っ

と
熱
い
、
も
っ
と
分
か
り
易
い
」

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
過
疎
・
高
齢
化
・
人
口

減
少
社
会
に
適
応
し
た
地
域
づ
く

り
や
、
地
域
の
資
源
や
特
性
を
生

か
し
た
産
業
お
こ
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
す
る
産
業
・
経
済
環
境
へ
の

対
応
、
地
域
発
展
を
支
え
る
人
材

の
育
成
、
財
政
基
盤
の
確
立
を
考

え
る
と
、こ
こ
５
年
か
ら
10
年
が
、

鹿
屋
・
大
隅
地
域
の
将
来
に
と
っ

て
重
要
な
時
期
に
な
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
、こ
れ
ら
の
政
策
課
題
に
、

戦
略
的
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
す

る
副
市
長
２
人
体
制
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
市
政
運
営
に
関
す
る
所

信
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
の
具
体

的
な
施
策
や
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、６
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

施
政
方
針
と
し
て
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
政

治
の
原
点
は
、 

生
ま
れ
育
っ
た
ふ

る
さ
と
の
振
興
、
発
展
を
叶
え
た

い
と
い
う
郷
土
愛
で
あ
り
ま
す
。

　２月 27 日、鹿屋市の第３代副市長に原口学氏が選任されました。また、２月 17 日に開催さ
れた市教育委員会の臨時教育委員会において、鹿屋市第２代教育長である宮下昭廣氏が再任さ
れました。任期はいずれも４年間です。

副市長、教育長を紹介します

「
鹿
屋
市
が
大
隅
地
域
の
将
来
の

鍵
を
握
る
。」
と
い
う
強
い
信
念

の
下
、
鹿
屋
市
民
の
皆
様
が
誇
り

に
思
え
る
よ
う
な
、
す
ば
ら
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
、公
約
に
掲
げ
ま
し
た『
市

民
が
主
役
の
明
る
い
未
来
』
の
実

現
に
向
け
て
全
身
全
霊
を
傾
け

「
本
気
」
で
市
政
運
営
に
取
り
組

む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
や
議
員
の
皆
様
に
は
、
御

指
導
と
御
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
所
信
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

   　原
は ら ぐ ち

口 　学
まなぶ

 氏（60 歳）

　中野実氏の退任に伴い、原口学氏が２月 28

日付けで第３代副市長に就任されました。

【 略 歴 】

　原口氏は、法政大学経営学部卒業後、昭和 53

年に市職員となり、事務管理課長、情報行政課長、

財政課長、農政部長、企画財政部長を歴任。

　任期は４年。

副市長

新宮
み や し た

下 昭
あ き ひ ろ

廣 氏（66 歳）

　第 2 代教育長の宮下昭廣氏が２月 17 日付

けで再任されました。

【 略 歴 】

　宮下氏は、鹿児島大学教育学部卒業後、昭

和 45 年に県教職員となり、鹿児島市教育委

員会学務課長、県教育庁教職員課調整監、鹿

児島市立西紫原小学校校長を歴任。平成 22

年 2 月から第 2 代鹿屋市教育長。

　任期は４年。

教育長

所 信 表 明 所 信 表 明
特
集

特
集

▲�２月５日、市役所職員を前に行われた
市長就任式
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